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は じ め に

1991 年 に ヨ ー ロ ッ パ か ら の 商 品 マ ル ハ ナ パ チ ( セ イ
ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ パ チ = ツ チ マ ル ハ ナ パ チ ; Bombus 
terrestris) の輸入が開始 さ れ， 主 と し て ハ ウ ス ト マ ト の
受粉 に利用 さ れ る よ う に な っ た (池田 ・ 忠内， 1992 ; 菅
原， 1992 ; 松浦， 1993 ; 小野 ・ 和 田， 1996) 。 こ れ に 伴
い， マ ルハ ナパチ を 導入 し た ハ ウ ス で は害虫管理方法が
大 き く 変わ ら ざ る を得 な く な っ た 。 既存の殺虫剤の大半
がマ ルハ ナパチ の活動 に 悪影響 を与 え る た め であ る 。

一方， ヨ ー ロ ッ パ で は マ ルハ ナ パチ の実用化 に先ん じ

て ハ ウ ス 内 の各種害虫 に対 し て 天敵の利用が進み ( マ ラ

イ ス ・ ラ ー フ ェ ン ベ ル グ， 1995) ， 1990 年代 に 入 っ て 日

本各地で も 輸入天敵の ハ ウ ス に お け る 実用化試験が盛ん

に行われ る よ う に な っ た 。 こ こ で， 前述の マ ルハ ナ パチ

は天敵導入 を強力 に 後押 し す る 結果 と な り ， と く に ハ ウ

ス ト マ ト で は 天敵 を 含 め た 総合的害虫管理の研究， 実用

化が急速 に 進 み つ つ あ る 。

大阪府下で も 1992 年 に ハ ウ ス の ミ ニ ト マ ト の 受粉 に

マ 1レハ ナパ チ を 導入 し て 好結果 を 得 る と と も に ( 田 中 ，

1993) ， 各種商品天敵 の 実用化試験 を 実施 し ( 田 中 ら ，
1993 ; 田 中， 1994 ; 溝淵 ・ 田 中 ， 1995 ; 柴尾 ら ， 1995， 

1996 ; 上 田 ・ 田 中， 1996) ， 後述す る 物理的防除法 な ど
も 合わせ て ハ ウ ス に お け る 害虫の総合的管理の研究， 農

家 に お げ る 展示圃試験等 を進め て い る 。 本稿では一例 と

し て ， 農家ハ ウ ス の 夏秋 ト マ ト で実施 し た マ ルハ ナ パチ

の導入 と 各種害虫 の 総合的管理 の 展 示 園 試験結果 (上

回 ・ 田中， 1996) に つ い て 述べ， 問題点 を考察 し て み た
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I 試 験 方 法

大阪府北部の 中 山 間地， 豊能町で は 冷涼な気候 を利用
し て ハ ウ ス で夏秋 ト マ ト が栽培 さ れ て い る 。 1995 年 に
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こ こ で省力化の た め に マ ルハ ナ パ チ の 導入 を 図 ろ う と し
た が， 例年オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ( Trialeurodes vaþorar­
iorum) や ナ ス ハ モ グ リ パ エ (Liriomyza bryoniae) に
よ る 被 害 が 多 く ， ま た 1994 年 に は オ オ タ バ コ ガ

(Helicoverpa armigera) が多 発 し た た め ， こ れ ら 害虫
の農薬 に よ ら な い 防除法 を 合わ せ て 導入す る 必要 に せ ま
ら れた。 そ こ で， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ と ナ ス ハ モ グ リ パ
エ に 対 し て は天敵放飼 を ， オ オ タ バ コ ガ に 対 し て は マ ル
ノ 、 ナ パチ の脱出 防止 を兼ねた ハ ウ ス 開 口 部の寒冷紗被覆
に よ る 侵入防止 を 行 う こ と に し た 。

試験 は 面 積 350 m2 の 並 列 す る ハ ウ ス 4 棟 (総 面 積
1 ， 400 m2) で実施 し た 。 品 種 は 桃太郎 で， 4 棟 の う ち 2

棟で は PeSP 苗 を 5 月 10 日 ， 他 の 2 棟で は 自 家生産苗
を 6 月 14 日 に 定植 し ， 7 月 下旬�10 月 下旬 の 間， 果 実

を収穫 し た 。 な お ， マ ルハ ナ パ チ と 天敵 の 導入前 に ， ア
ブラ ム シ類 と オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ を対象 に DMTP 乳剤

を 6 月 1 日 に ， DDVP 乳剤 を 6 月 22 日 に 散布 し た 。 ま
た ， ト マ ト サ ビ ダニ (Aculoþs lycoþersici) を 対象 に ケ
ル セ ン乳剤 を 8 月 29 日 に ス ポ ッ ト 的 に 散布 し た が， そ

の他の殺虫剤散布 は 全 く 行わ な か っ た 。
6 月 19 日 に ハ ウ ス と ハ ウ ス の 聞 の 空 間 の 前後面 と 天

井部， な ら び に 両端のハ ウ ス の側面開 口部 を マ ルハ ナ カ

ン レ イ シ ャ ( ク レ モ ナ F 2 ， 800 ; 目 合 5 . 1 mm) で被覆

し て 4 棟全体 を 連棟ハ ウ ス と 同様 の 状態 に し た 後， 2 段

花房が開花 な い し着果す る 7 月 4 日 に マ ルハ ナ パ チ 1 箱

を放飼 い 以後 3 日 間隔で乾燥花粉 を 与 え た 。 な お， こ

の寒冷紗被覆 は前述の よ う に マ ルハ ナ パ チ の脱出 防止 と

オ オ タ バ コ ガ の侵入防止 の 二 つ の 目 的 を兼ねた も の で あ

る 。
天敵 は 7 月 12 日 に オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 飛淘 を 確認

し た 後， 7 月 19 日 �8 月 9 日 の 間， 1 週 間 間 隔 で 4 回，
オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ (Encarsia formosa) 4 ， 000 個体 を

ハ ウ ス 全体に放飼 し た 。 ま た ， ナ ス ハ モ グ リ パエ は 6 月

22 日 に食葉被害が 目 立 つ て き た こ と を確認 し た 後， 7 月
19 日 に l 回， イ サエア ヒ メ コ パチ (Di�幼少hus isaea) 500 

個体 と ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ (Dacnusa sibirica) 250 個

体を 多発地点 に放飼 し た 。
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E 試 験 結 果

1 マルハナパチ

8 月 9 日 に 各ハ ウ ス 100 花 に つ い て バ イ ト マ ー ク (マ
ルハ ナパチ の訪花痕) を調査 し た と こ ろ ， 各ノ 、 ゥ ス と も
95%以上の高率でバ イ ト マ ー ク が認め ら れ (バイ ト マ ー
ク の な い花 は 開花直後の も の で あ っ た ) ， 2�5 段花房 の
着果数 も 平均 2 . 6�4 . 1 個体であ り ， 好結果が得 ら れた 。
マ ルハ ナパチ は 350C以上の気温で は活動が低下す る が，

本試験地の よ う な 中 山 間地で は盛夏期で も 十分利用可能

な こ と が明 ら か に な っ た 。 な お ， 現在で は働 き 蜂の数を

増や し た 夏期仕様の マ ルハ ナ パチ が コ パ ー ト 社 よ り 販売
さ れて お り ， 平地の盛夏期で も マ ルハ ナパチ を利用 で き
る ( ト ー メ ン， 私信) 。

2 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

表 1 に 8 月 22 日 と 9 月 6 日 に 調査 し た オ ン シ ツ ツ ヤ
コ パチ の寄生率 を ， 図 1 に 6�9 月 の オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ
ミ の成虫の発生消長 を 示 し た 。 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ は盛
夏期 に も 活発 に 活動 し て お り ， 8 月 22 日 に は 下位葉 で

寄生率が 90%近 く に 達 し ( 中位葉で見 か け の 寄生率が
低か っ た の は， ツ ヤ コ パチ の寄生後 に コ ナ ジ ラ ミ の嫡が
黒化 し て マ ミ ー化す る ま で に 時間 を 要す る た め であ る と
思わ れ る ) ， 9 月 下旬 ま で コ ナ ジ ラ ミ 成虫 を 100 小葉当

た り 20 個体未満の低密度 に抑制 し た 。 収穫終期の 10 月
下旬 に は ハ ウ ス の一部でやや多発 し た が， 例年は栽培期
間 中 に 4�5 回 の 薬剤散布 を 行 っ て も す す病被害が発生
し て い た こ と か ら み る と ， 実用 的 に は優れた 結果が得 ら

8 月 22 日

9 月 6 日

表 - 1 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ の寄生状況

中位葉
下位葉
中位葉

マ ミ ー数/煽数 寄生率 (%)

22/86 
20/23 
93/174 

25 . 6  
87 . 0  
53 . 4  

多発地点 に お い て 各 80 小葉 を 調査

オ
ン
ン
ツ

1 10 
ン
7 

成
虫 5
数
/ 100 
業 O 6 

↓ 1  1 ↓  

7 8 9 (月)

図 ー 1 オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の発生状況

れた と 考 え ら れ る 。
3 ナ ス ハ モ グ リ パ エ

表-2 に， 8 月 22 日 に 調査 し た ナ ス ハ モ グ リ パ エ 幼虫
に よ る 葉 の食害状況 を 示 し た 。 6 月 22 日 に は 各 ハ ウ ス
100 株 (計 400 株) 調査で 15% の株に食葉被害が あ り ，
幼虫 も 多 数見 ら れ た の に 対 し， 8 月 22 日 の 調査 で は幼

虫 は全 く 認め ら れず， 被害 も 中上位葉 に は 進展 し な か っ

た 。 例年， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ に対す る 定期 的 な薬剤散

布 を行 う に も かかわ ら ず， 収穫終期 に は ほ ぼ全株で食葉

被害が発生す る こ と か ら み る と ， 実用 的 に は優れ た 結果

が得 ら れ た と 考 え ら れ る 。 な お ， こ の 優 れ た 防 除効果
は， 後述の よ う に 殺虫剤無散布下で土着天敵が活発 に 活
動 し た 結果であ る 可能性が あ る 。

4 オ オ タ バ コ ガ

表 3 に 8 月 22 日 に 調査 し た 茎や 果 実 へ の オ オ タ バ コ

ガ の食入被害の状況 を 示 し た 。 表中 の対照ハ ウ ス の 数値
(被害株率 37%) は， 試験ハ ウ ス の栽培者 の 父親が管理

す る 寒冷紗無被覆， 慣行薬剤散布の ハ ウ ス 3 棟 (試験ハ

ウ ス か ら 300 m 離れ て い る ) に お け る 調査結果 で あ る 。
一方， 試験ハ ウ ス で は オ オ タ バ コ ガ は 全 く 発生せ ず， 目
合 5 mm の寒冷紗 に よ る ハ ウ ス 開 口部被覆 は オ オ タ バ コ
ガ に 対 し ， き わ め て優れた 防除効果が得 ら れ る こ と が明
ら か に な っ た 。

5 ト マ ト サ ビ ダ ニ (Acu[ops [ycopersici) 

8 月 中旬 よ り 発生が認め ら れ， 8 月 29 日 に被害株 と そ
の 周 辺 に 対 し て ケ ル セ ン 乳剤 を ス ポ ッ ト 的 に 散布 し た
が， そ の 後 も 被害 は 飛 び 火 的 に 拡大 し ， 10 月 下旬 の 収
穫終期 に は一部の株が枯死 し た 。 後述の よ う に ， 大阪府

下では こ の ほ か に も ト マ ト で同様の試験 を 多 数行 っ て い
る が， ト マ ト サ ビ ダニ が多発 し て ケ ル セ ン剤 の全面散布
を余儀な く さ れ， 天敵 に よ る 防除 を 中断す る ケ ー ス が少
な く な い。 本種 に対す る 天敵の 開発が強 く 望 ま れ る 。

表 - 2 ナ ス ハ モ グ リ パ エ の 発生状況

被害痕数/100 小業

上位葉 。

中位葉 。

下位薬 55 . 0  

8 月 22 日 に 各 80 小葉 を調査

褒 - 3 オ オ タ バ コ ガ の 発生状況

試験ハ ウ ス
対照ハ ウ ス

8 月 22 日 調査

調査株数 被害株率 ( % )

80 
60 

。

36 . 7  
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皿 考察 (府下 での他の試験結果 を踏 ま え て )

前述の豊能町での試験 は 府下で最 も よ い成果が得 ら れ
た も の であ る 。 府下で は こ の ほ か に も 同様の試験 を 多数
行 っ て い る が， 失敗 に終わ っ た も の も 少 な く な い。 し か
し， 失敗 は必ず し も 悪 い こ と で は な し そ れか ら 得 ら れ

る 教訓 は貴重であ る 。 こ こ で は成功例 も 含 め て い く つ か

の事例 を紹介 し ， さ ま ざ ま な物理的防除法 も 合わせ， マ
ルハ ナパチ を 導入 し た ハ ウ ス ト マ ト に お げ る 害虫管理 に

つ い て考察 し て みた い。
1997 年 6�10 月 に 豊能町 の 異 な る ト マ ト ハ ウ ス で マ

ルハ ナパチ と 天敵の 同時導入試験 を行 っ た (奥野 ら ， 未
発表) 。 し か し， 育苗時か ら オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 発生
がか な り 多 く ， オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ 4 回放飼では すす病

被害の発生 を く い止 め ら れず， マ ルハ ナパチ に 影響の少
な い ア セ タ ミ プ リ ド 水溶剤 を 散布 し て 天敵の試験 を 中止
し た 。 な お ， う ち 1 棟の ハ ウ ス で は ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン
イ エ ロ ー シ ー ト 25 m2/10 a を 設置 し た と こ ろ ， コ ナ ジ

ラ ミ の多発 を抑制 し ， す す病被害の発生 は認め ら れな か
っ た 。 本剤 は マ ルハ ナ パ チ や天敵 に 対す る 悪影響が き わ
め て小 さ い た め ， コ ナ ジ ラ ミ 類の発生が多 い場合 に は マ
ルハ ナパチ や天敵 と の併用 が可能 で あ る と 思わ れ る 。 ま

た ， 登録申請中 の ピ メ ト ロ ジ ン水和剤， 同粒剤 に つ い て

も 同様の併用 が可能 で あ ろ う 。
マ メ ハ モ グ リ パ エ (Liriomyza trifoliil に 対 し て は

1996�97 年 に 和泉市， 茨木市 な ど で計 7 回， マ ル ハ ナ
パチ を導入 し た 農家ハ ウ ス で イ サ エ ア ヒ メ コ パチ と ハ モ
グ リ コ マ ユ パ チ の放飼 を 行 っ た (西 山 ら ， 未発表) 。 う

ち ， 優れた 防除効果が得 ら れ た の は 5�6 月 放飼， 9 月

放飼， 9�10 月 放飼 の 3 回 で， 4�5 月 放飼， 8 月 放飼，

9�10 月 放飼 (2 回) の 4 回 は 防除効果 が あ ま り 高 く な
か っ た 。 マ メ ハ モ グ リ パエ は Hemiþtarsenus varicornis， 

Chη'socharis ρenthe附 な ど土着天敵の 活動が活発 な 場
合に発生が抑制 さ れ る (西東， 1997 ; 柴尾 ら ， 1996) た
め， イ サ エ ア ヒ メ コ パチ と ハ モ グ リ コ マ ユパチ は む し ろ
協 同 的， 補完 的 に 働 い て い る の で は な い か と 考 え ら れ
る 。

ワ タ ア ブ ラ ム シ (Aþhis gos.勾rþii) と ジ ャ ガ イ モ ヒ ゲ
ナ ガ ア ブ ラ ム シ (Aulacorthum solani) に 対 し て は，
1997 年 に 堺市 な ど で計 3 回 (5�6 月 ， 6�7 月 ， 9 月 放
飼) ， シ ョ ク ガ タ マ パ エ (Aþhidoletes a.ρhidimyza) と
コ レ マ ン ア プ ラ パ チ (Aρhidius colemani) を 放飼 し ，
いずれ も 優れた 防除効果 を得た (上田知弘 ら ， 未発表) 。
ま た ， カ ン ザ ワ ハ ダ ニ ( Tetranychus kanzawai) に 対
し て は 1997 年 に 大東市でチ リ カ プ リ ダニ (Phytoseiulus

ρersimilis) を 放飼 し て 好結 果 を 得 た (9 月 放飼 ; 根 来
ら ， 未発表) 。 一方， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frank
liniella occidentalis) に 対 し て は 1996 年 に 泉佐野市で
(10 月 放飼 ; 金 田 ら ， 未発表) ， ダ イ ズ ウ ス イ ロ ア ザ ミ
ウ マ ( Thriþs setoszω) に 対 し て は 1997 年 に 能 勢 町 で
(6�7 月 放飼 ; 看舎 ら ， 未 発表) ， そ れ ぞ れ ク ク メ リ ス
カ プ リ ダニ (Amblyseius cucumeris) を 放飼 し た が， 防
除効果 は低か っ た 。

天敵 に よ る 防除で は 殺虫 剤 に よ る 防除 に 比べ， 防除努
力 と 防 除 効 果 の 関 係 に バ ラ ツ キ が 出 や す い ( 田 中，

1994) 。 し か し そ う で あ っ て も ， 以 上 の 結 果 を 全般 的 に
み る か ぎ り ， マ ルハ ナ パ チ を 導 入 し た ト マ ト ハ ウ ス に お
い て 商品天敵 を積極的 に利 用 す る こ と は可能であ る よ う
に 思わ れ る 。 マ ルハ ナ パ チ の導入 に 伴 っ て殺虫剤 を 散布
し な いノ 、 ゥ ス で は， と く に 夏期 に は さ ま ざ ま な土着天敵
が活動 し て い る の が観察 さ れ る 。 こ の場合， 商品天敵 は
た と え 土着天敵 に 対 し て 協 同 的， 補完的 に し か働 か な く
て も 十分有用 であ ろ う 。 な お， 繰 り 返す ま で も な い が，
商品天敵 の 放飼 は 対象 害 虫 が 多 発 し て か ら で は 遅 す ぎ
る 。 殺虫剤散布 と 天敵放飼 を 同 じ レ ベ ルで と ら え て い る
農家 に と っ て は ， 被害が か な り 出 た 時点 を 発生初期 と 考

え が ち で あ る 。 こ れ を 改 め ， 作業 中 に 初 め て 確認 し た
ら ， た だ ち に 天敵放銅 を行 う こ と を徹底 し な け れ ばな ら

な い。 ま た こ の 際， コ ナ ジ ラ ミ 類や ハ モ グ リ パエ類で は
黄色粘着 ト ラ ッ プ も 発生確認に 活用 で き る であ ろ う 。

物理的防除法 で は ， オ オ タ バ コ ガ に 対す る ハ ウ ス 開 口
部の寒冷紗被覆 は す で に述べた 。 こ の 方法 は ハ ス モ ン ヨ
ト ウ に対 し て も 有効であ る 。 な お ， 平地で夏期の 気温が

高 い た め に ， あ る い は天窓が あ る た め に 寒冷紗被覆が困

難なハ ウ ス で は ， 黄色蛍光灯の終夜点灯 (溝淵 ・ 田 中，
1995 ; 八瀬 ら ， 1996) がオ オ タ バ コ ガ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ
対策 と し て 利 用 で き る 。 マ メ ハ モ グ リ パ エ 対策 と し て

は， 前作で本種が発生 し て い た 場合， 前作栽培終了直後
に 地表面 に透明 ポ リ フ ィ ルム を 敷い て 太陽熱 に よ り 本種
の 踊 を殺す方法が あ る ( 田 中 ら ， 1996) 。 紫外線 カ ッ ト

フ ィ ル ム は さ ま ざ ま な 病害虫 の 多発 を 抑制す る 効果があ

る が， マ ルハ ナパ チ (西 口 ， 1994) お よ びオ ン シ ツ ツ ヤ

コ パチ (梶田， 1986) の活動 に対す る 悪影響が な く ， 利
用 が可能であ る 。 他の天敵 に 対す る 影響 に つ い て は 今後
の検討が必要で あ ろ う 。

最後 に な っ た が， マ ルハ ナ パ チ や 天敵 に 悪影響 の 小 さ
い殺虫剤 と の併用 も 選択肢の う ち で あ る 。 前述の ピ リ プ
ロ キ シ フ ェ ン剤や ピ メ ト ロ ジ ン 剤 の ほ か， BT 剤， IGR 
剤 に 有用 な剤が多 い (登録申請中 の 剤 も あ る ) 。 ま た ，
定植時 に 処理す る 粒剤 に も い く つ か併用 し や す い も の が
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あ る 。 な お ， 各薬剤 の マ ルハ ナパチ や天敵に対す る 影響
に つ い て は 「バイ オ コ ン ト ロ ー ルj 誌 ( 日 本バイ オ ロ ジ
カ ル コ ン ト ロ ー ル協議会発行) の各号末尾 に 最新の も の
が掲示 さ れて い る の で参照 さ れた い。

マ ルハ ナパチ は， 期せ ず し て ト マ ト に お け る 総合的害
虫管理の ス タ ー タ ー も し く は ブー ス タ ー と な っ た感があ
る 。 こ の過程で得 ら れた 管理の ノ ウ ハ ウ は， 今後 さ ま ざ
ま な作物 に お け る 総合的害虫管理 に 役立つ も の と 思わ れ
る 。
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書 評

「総合的害虫管理学」 中筋房夫 箸
A5 判， 273 ペ ー ジ， 定価 (本体) 3，800 円 ，

養賢堂， 1997 年発行

1972 年 に 出版 さ れた 深谷 ・ 桐谷編 「総合防除J 以降
に， 昆虫の個体群動態 に関す る 理論や害虫の各種防除法
に 関す る 書物 は い く つ か出版 さ れた が， 総合的害虫管理
Ontegrated Pest Management. IPM) に つ い て の総説
は， 日 本で は l 冊 も 上梓 さ れて は い な か っ た 。 本書 は，
IPM の オ ピ ニ オ ン リ ー ダー と し て 自 他 と も に 認 じ ら れ
る 著者が生産現場での IPM の定着 を 切 に 願 わ れ て ， 単
な る 解説書 で は な く ， IPM に 関 す る 「学問J を体系 づ
け ら れ よ う と さ れた専門書であ る 。

本書 の 章 の構成 は 次 の と お り 。 1 ) 農薬 に よ る 害虫 防
除 ， 2) 総合的害虫管理， 3) 害虫個体群の変動予測， 4) 害
虫個体群の シ ス テ ム 管理 と 発生予察， 5) 防除法 と ア セ ス
メ ン ト ， 6) 総合的害虫管理の 実行， 7) 世界農業の ゆ く え
と 害虫管理。

ま た ， 各章 に は 『 ボ ッ ク ス 』 と 称す る 小 さ な コ ラ ム が
い く つ か 設 け ら れ て お り ， 時 代 背 景 へ の 平 明 な 言 及
(“早す ぎ た 天敵農薬 ク リ コ ナ コ パ チ " な ど) ， 難解な 理
論や解析法の コ ン パ ク ト な解説 (“分布型モ デル と 分布
集中度" な ど) ， 共通認識す べ き 定義 や 用 語 の提示 (例
え ば， “FAO パ ネ ル に よ る 定義 の 英文") な ど が， 随所
で懇切 に述べ ら れて い る 。

“農業技術者の役割 は， 第一 に人 口 の指数関数的増加
か ら ロ ジ ス テ ィ ッ ク 増加への軟着陸 を保証す る た め の食
糧増産の技術 を農業の持続性 と も 矛盾 し な い よ う に 実現
す る こ と ， 第二 に い か な る 努力 を し て も 食糧生産 を無限
に 高 め る こ と は不可能であ る こ と を社会 に対 し て 明確に
主 張 す る こ と に あ る " と の 終 章 に あ る 文 言 か ら も ，
IPM を き ち ん と 理論的 に 生産現場へ し っ か り と 定着 さ
せ よ う と す る 著者の意気込み が， 読者 に ひ し ひ し と 伝わ
っ て く る 。 IPM の理論的基礎か ら 現場事例 ま での up to 
date な知見が豊富 に 引 用 さ れ て い て ， そ の 全貌があ ま
ね く 網羅 さ れた 本書 に ， 熱意 と 精力 を傾注 さ れた 著者の
労 を 多 と し た い。 図や表 も 豊富 に あ り ， 引 用 文献すべて
の リ ス ト も 記載 さ れて い て ， 農業現場の研究者や技術者

ばか り でな く ， 昆虫学や生態学 の初学者 に も 興味 を抱か
せ理解を深 め る よ う に ， 最大限 に 気配 り さ れて い る 稀代
の名著であ る と い え る 。

し か し， そ の 一 方 で は， 本 書 の 2， 3 の 記述 に は 多 少
不満が残 っ た こ と を あ え て 申 し 上 げた い。 近年， 化学合
成農薬の使用頻度 を減 ら す た め に ， 天敵や性 フ ェ ロ モ ン
な どが導入 さ れ る 場面が多 く な っ て い る 。 し か し ， こ れ
ら の 防除手段の利用 の さ れか た は化学合成農薬 が 占 め て
い た 部分 を置 き 換 え た だ け に な っ て い る 場合が少 な く な
い。 他の病害虫が同時に 多発生すれば， こ れ ら の 防除手
段の み で は お お かた 手詰 ま り 状態 と な り ， 化学合成農薬
を再び使用 し て 事な き を 得 る 場合が多 い。 ど う す れ ば生
産現場 に お い て IPM が定着 し て い く 方 向 に 展 開 す る の
だ ろ う か。 そ の た め に は， 病害虫 の発生 を抑制す る 栽培
環境の整備， 天敵や た だの 虫 の働 き が発揮 さ れや す い環
境づ く り の視点 を よ り 重視す る こ と が必要で あ ろ う 。 栽
培管理や 闘場立地の あ り か た へ の 問題提起， そ の 理論的
裏付 け と し て の 「農生態系J や 「生物の 多様性」 な どへ
の言及が， 第 3 章の 「害虫個体群の変動予測」 の項 に ，
あ る い は童話 を 改め て で も い ま 少 し詳 し く 欲 し い と 思わ れ
た 。

作付 け体系や 防除対応 な どの違い に よ り ， 病害虫 の発
生時期や発生量 は個々 の 圃場 に よ っ て 当 然異 な る 。 過剰
防除 に よ る 損失や防除適期 を逸す る な どの リ ス ク の 回避
の た め に は ， 発生状況 を 見極 め る モ ニ タ リ ン グカ が大切
で あ り ， ま た 防除技術の事後評価 に 関 す る 判断力 も 問わ
れ る 。 こ の た め の簡易 な 手法が虫見板 (宇根， 1987) ， 
ち り と り 式 採 集 器 ( 日 鷹， 1990) ， 感 水 紙 (国 本 ら ，
1997) な ど が 生 産 現 場 で 普 及 さ れ て い る 。 こ う し た
IPM の 実行 プ ロ セ ス に お け る 現場事例 が， 第 4 章 に は
東南ア ジ ア での FAO に よ る 野外農民学校 し か記載 さ れ
て い な い の も 少々 残念 に 思 わ れ た 。

本書 は IPM は 天敵や抵抗性品種 な ど を 活 か す 方 向 を
強 め て 化学農薬の使用量 を 減 ら そ う と い う 防除戦略であ
り ， 決 し て 農薬使用 の 合理 化 方 策 Ontegrated Pesti­

cide Management) で は な い 考 え 方 で あ る こ と を 再確
認 し， 日 本農業 の 実態 に あ わ せ て IPM を ど の よ う に 定
着化 さ せ て い か ね ば な ら な い か を考 え る た め の絶好の テ
キ ス ト で あ る 。 精読 ・ 熟読 を 関係 者 に 強 く お 勧 め し た
い。 (広島県立農業技術セ ン タ ー 那波邦彦)
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